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平成24年8月22日

株式会社大日光・エンジニアリング
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会社概要

 社 名 ： 株式会社 大日光・エンジニアリング

Di-Nikko Engineering Co., Ltd.
 本 社 ： 栃木県日光市瀬尾33-5
 設 立 ： 昭和54年9月
 公開市場 ： 大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（証券コード：６６３５）

平成19年3月上場

 資 本 金 ： 8億5,630万円（平成24年6月末現在）

 従 業 員 数 ： 単体 246人 連結 2,327人（平成24年6月末現在）

 主 要 業 務 ： 電子部品実装を核とするエレクトロニクス製品の受託

加工事業。基板設計から、最適部品の調達、技術者の

派遣、製造、物流までのサービスを一貫して提供

 連結子会社 ： 国内2社、海外4社（平成24年6月末現在）
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当社グループが生産する製品

自社設計電源基板ＢＧＡ／ＣＳＰ実装基板

電子部品実装部門の製品

機構組立（筐体組立）の製品

放送通信機器／中継機 ＰＯＳターミナル（ＯＥＭ生産）

両面多層／高密度実装基板
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連結決算詳細
単位：百万円

（単位未満切捨て） 前年同期比

実績比較
H23年
第2Q

H24年
第2Q

金 額 割 合

売上高 16,765 20,190 +3,425 +20.4%

売上原価 15,794 18,434 +2,640 +16.7%

売上総利益 970 1,755 +785 +80.9%

販売費及び
一般管理費 803 825 +22 +2.7%

営業利益 167 930 +763 +456.9%

営業外収支 24 ▲56 ▲80 -

経常利益 191 873 +682 +357.0%

特別損益 ▲ 9 46 +55 -

税引前当期純利益 181 920 +739 408.3%

法人税等 81 377 +296 365.4%

当期純利益 100  542 +442 +442.0%
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１．売上高
＜国内＞
① ｵﾌｨｽﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ(OBU)は海外ｼﾌﾄで減少

② 社会生活系は前倒し生産もあり増加
③ 産業機器は一転して減少

＜香港・深圳＞
OBUは日本からのｼﾌﾄもあり増加、社会生活系も

新規先中心に増加

＜無錫＞
OBUは堅調、社会生活系も増加基調

２．営業利益
増産による固定費率低下、生産革新活動進化による

生産効率UPにより増益

３．経常利益
海外において人民元安に転じたことから、為替差益

減少

４．当期純利益
国内は増益、海外も黒字転換
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連結業績推移
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連結経常減益要因分析

(23年上期)
経常利益

191百万円

売上総利益
の増加

785百万円

増産による固定
費率減少、生産
革新活動進化

による生産効率
UP

(24年上期)
経常利益

873百万円

販管費の増加
21百万円

営業外収支が赤字に、ア
ジアにおいて人民元安に
伴い為替益減少が主因

営業外収支が
８０百万円悪化



報告セグメント売上高・営業損益推移

日 本
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OBU中心に増産

人民元安で為替益は減
少するも、生産革新活
動強化による製造経費
削減が主因で増益
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連結貸借対照表

(資産の部) 
（単位：百万円、単位未満
切捨て）

23.12.31 24.06.30 増減 （負債の部） 23.12.31 24.06.30 増減

流動資産 16,415 18,400 1,985 流動負債 13,401 14,117 716

現金及び預金 1,788 3,982 2,194 支払手形及び買掛金 6,776 6,850 74

受取手形及び売掛金 7,541 8,615 1,074 短期借入金 2,568 2,841 273

商品及び製品 888 626 ▲262 1年内返済予定の長期借入金 2,395 2,755 360

原材料及び貯蔵品 5,361 4,262 ▲1,099 1年内償還予定の社債 397 316 ▲81

その他 835 913 78 その他 1,263 1,355 92

固定資産 5,041 4,851 ▲190 固定負債 5,492 6,155 663

有形固定資産 4,228 4,036 ▲192 社債 513 354 ▲159

建物及び構築物 1,806 1,742 ▲64 長期借入金 4,837 5,669 832

機械装置及び運搬具 1,765 1,651 ▲114 その他 141 130 ▲11

土地 465 465 - 負債合計 18,893 20,272 1,379

その他 190 177 ▲13 (資本の部 )

無形固定資産 91 91 - 株主資本 3,146 3,628 482

投資その他の資産 721 723 2 評価・換算差額 ▲ 688 ▲650 38

投資有価証券 225 216 ▲9 少数株主持分 105 - ▲105

保険積立金その他 496 506 10 純資産計 2,563 2,978 415

（資産合計） 21,456 23,251 1,795 （負債・資本合計） 21,456 23,251 1,795

9
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上期・下期別売上高動向
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上期・下期別経常利益動向
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平成２４年度通期業績予想

連結

単位：百万円 実績 予想 前年同期比

平成２３年 平成２４年 金額 割合

売上高 38,172 37,300 △872 △2.2%

営業利益 970 1,100 +130 +13.4%

経常利益 997 1,000 +3 +0.3%

当期純利益 467 610 +143 +30.6%
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付加価値力UP（Ｓｍｉｌｅ Ｃｕｒｖｅ）

利益

製造 製品販売企画設計 調達 物流

部材管理力UP 物流効率UP

生産革新活動
の継続・進化

QCD+
顧客ニーズ
対応力UP

ｵﾘｼﾞﾅﾙ設計ﾕﾆｯﾄ
独自開発製品
提供力UP


